
群馬県立自然史博物館研究報告(5) : 9-18, 2001 9

ゾヘゴヘゾ、百J、へ～､〆Lゴー､ノー､ゾヘゴ、

原著論文
〆､ハノシシー戸唱へｸｰ､J=､J，ゾ、ゾ、

富岡層群より産する十脚甲殻類化石
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富岡層群原田篠層，庭谷層及び板鼻層より得られた7科9属10種の十脚甲殻類化石について

記載する．中期中新世前期の原田篠層及び庭谷層から得らたT"むん"eﾉ"7jO"sp.は，秩父盆地

の奈倉層から記載されたTWc""eﾉ雄""WItzjzIs(Kato)に似る. Tricjz"E"zz"0〃が卓越する

十脚類群集は，上部漸深海帯の十脚類群集として西南日本の中部中新統から知られる．一方，

後期中新世初期の板鼻層からは8種が得られた． この中には1lf""oc"e"zz g"2zα〃g"sfs lma-

izumi,Majidaegen.etsp. indet.など，東北日本の同時期の地層から産する十脚類と共通す

る種を含む．

キーワード：十脚甲殻類，十脚類群集，中新世，富岡層群，群馬県

今回，分類学的な検討を含めて記載する．全体として標本

点数は限られており， また断片的な標本が多いこともあっ

て，未だ予察的な段階ではあるが， これら富岡層群産十脚

類の古生態学的・古生物地理的意義について報告する．

なお，小稿で図示・記載した標本は全て群馬県立自然史

博物館に所蔵される(GMNH-PI-345--354,1177--1208).

はじめに

関東平野周縁部の中新統からの十脚甲殻類化石は， これ

までに秩父盆地（小幡, 1995:Kato, 1996),五日市盆地

(Nagao, 1932;Kanno, 1967),埼玉県川本町(Takeda

andFujiyama, 1984),小川盆地（小川町史編纂委員会，

1999）などから知られている． しかしながら群馬県下から

の十脚類化石の報告は極めて少なく，中之条町の折田層か

らエビの記載(Niino, 1951)があるほかは，南牧村の内山

層?から得られたスナモグリ （群馬県立自然科学資料館，

1982）など2， 3点が図示されているのみであり，富岡層

群からの十脚甲殻類化石の記載はこれまで皆無であった．

一方， 日本の中新世十脚甲殻類相については， とくに西南

日本の前期～中期中新世において，多くの種の共産関係に

基づいた十脚類群集が明らかになっているが(Karasawa,

1993;柄沢, 1997など),中期中新世中期～後期中新世に関

しては報告があまり多くなく，十脚類フォーナが明らかに

鞍っているとは言い難い状況にある．

近年，主に安中市の碓氷川流域に露出する中部中新統下

部及び上部中新統下部の富岡層群原田篠層，庭谷層及び板

鼻層から，断片的なものも含めて10種に及ぶ十脚類化石が

もたらされた． これらは群馬県立歴史博物館より刊行され

た「群馬県立歴史博物館所蔵資料目録自然」 (1987年）お

よび「同自然-II｣ (1993年） に一部図示されているが，

十脚類化石の産出層準

Fig.1A-Cに十脚類化石の産出地点を示す．碓氷川流

域に分布する富岡層群の層序に関する詳細な研究は多くな

いが，十脚類化石産出層準付近の層序区分及び地質年代に

ついては，主としてKurihara(2000),栗原(2000)ならび

に高橋ほか(1992)に従う．

原田篠層

安中市の碓氷川沿いに露出する原田篠層からは， クリガ

ニ科のTxiC""EJ""0"sp.cf･範"L/Ztz#zfs(Kato)及びスナ

モグリ科のCallianassidaegen.etsp~ indet.が散在的に得

られている． マトリックスは塊状ないし弱く成層した灰色

砂質泥岩で，散点的に貝化石などを含む.Kurihara(2000)

は本地域の軟体動物フォーナを詳細に検討し，南方系属，

南部日本要素も含まれるものの,比較的冷水の200m以深の

群集であるとし,現在の相模湾の中層水のそれに比較した．

十脚類化石は，周囲のマトリックスとの境界が不明瞭な石

受付:2001年1月10H,受理:2001年3月16B
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Figurel.

Mapshowingthedecapodfossil localities.A,BandC: IocalitiesoftheHaratajino,Niwayaandltahanaformations

onthetopographicmapsscale l/25,000 #4Matsuida" (A,B)and"Tomioka"(C)issuedbytheGeographicSurvey
Institute.
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灰質のコンクリーションに含まれることが多い．鉗脚，歩

脚を伴うものは多いが， これらが完全に頭胸甲と関節した

ものは少なく， また雄の大鉗脚が単独で見つかることもし

ばしばあり，底層流あるいは生物攪乱などの影響によるわ

ずかな死後移動は認められる．

庭谷層

富岡市上黒岩に分布する庭谷層の灰色シルト岩から，

"iC/mpe/""0"cf. in/Ttz"sが1点だけ得られている．マト

リックスは暗灰色の塊状シルト岩で,P7""畑"ssjz""sp.

などの貝化石を散点的に含む．

板鼻層

安中市七曲の碓氷川流域に露出する板鼻層は，中～細粒

砂岩，砂質シルト岩， シルト岩などからなるが， ごく一部

に細礫まじりでシルト岩偽礫を多く含む，淘汰の悪い粗粒

砂岩をレンズ状にはさむ． この砂岩中にはカサネカンザシ

ゴカイ属と見られる多毛類の棲管が卓越するが， そのほか

にもA〃αdtz7'zz /ztz"", Dos"わ"雌〃, T》〃γ"e"tz sp.,

C"肱加yS陀α"g〃α7tzi,A/庖沈0“γ"加加sα"zα""grzeなどの軟

体動物を多く含むほか，離節あるいは断片化した十脚類化

石が豊富に含まれる．軟体動物化石は塩原型動物群に属す

るとされ,上部浅海帯と下部浅海帯の混合群集とされる(栗

原, 1998)．十脚類化石の表面装飾は比較的よく残り， また

ほぼ完全な背甲もいくつか得られているが， その産状から

掃き寄せ型の群集とみられる．

Genus〃""imzLeach, 1820チユウコシオリエビ属

〃〃""此ZSp.チュウコシオリエビ属の未定種

(Pl.1,fi9.7)

標本:GMNH-PI 1178.

小型の背甲1点が得られている。背甲は全周縁部を大き

く欠くが，各域を深い条線が横走する．心鯛溝は不明瞭で

あるが，頸溝は明瞭．深い溝で鯛域と分かたれた肝域上に

は正中線側に1大鰊が確認できる．

InfraorderBrachyura短尾下目

FamilyCalappidaeカラッパ科

Genus〃"だ"Desmarest, 1823キンセンモドキ属

〃況沌”sp. cf.".〃たα"s"〃Imaizumi, 1952

タカハシキンセンモドキ近似種

(P1. 1, figs.3, 4, 6, 9)

標本:GMNHPI-350--352,1202--1206.

背甲は扇形で，強く膨らむ．額域は狭い．前側縁は丸く

張り出し，鋸歯状の小歯で縁取られる． 7状の穎粒列が額

域後方から放射状に広がる．鯛外鰊は甲幅の約1／4．鉗脚

掌節外側面下縁には4大疎がみとめられ， そのうちの遠位

側の2鰊は近接している．

備考：保存良好な背甲,鉗脚掌節および可動指が知られる．
十脚類化石の記載

ORDERDECAPODA十脚類

InfraorderThalassinideaアナジャコ下目

FamilyCallianassidaeスナモグリ科

Callianassidaegen. etsp. indet.スナモグリ科未定種

FamilyCancridaeイチョウガニ科

GenusQz"c"Linnaeus, 1758

Ca""7'sp. 1イチョウガニ属の未定種’

(P1. 1, fig.8)

(P1. 1, fi9. 11)

標本:GMNH-PI353.

比較的小型の背甲が1点得られている． 甲はよく膨らみ

全面を微細な穎粒で覆われるほかは平滑． 甲の各域の分割

は中庸．

備考：額角，前側縁などを全て欠くため，種レベルまでの

同定は困難であるが,GMNH-PI-1179, 1180, 1181 (P1.

1, figs. 1, 2, 5)はイチョウガニ科の鉗脚指部であり，サ

イズから見て本種のものである可能性がある．

標本:GMNH-PI 117Z

腕節までの右第1脚が2点隣接して産出している．掌節

は横長の長方形で，外側面，内側面とも目立った装飾はな

い．不動指は細く短いが，上方に強くカーブする．可動指

は幅広であるが，先端は急激に細くなり，強く下方に曲が

る．腕節長は掌節長の約2／3で,基部に向かってやや高さ

を減じる．近位側下端は丸く弧を描く．

備考：本種は2点のみが隣接して産出し， ともに右第1脚

であった．原田篠層における十脚類化石の頻度及び本種の

頻度から見て，本標本は例えば脱皮殻と死殼など，同一個

体に由来する可能性が高いのではないかと思われる．

Qz"c"sp， 2イチヨウガニ属の未定種2

(P1.1, figs. 10, 12)

InfraoredrAnomala異形下目

FamilyGalatheidaeコシオリエビ科

標本:GMNH-PI-354, 1182-1185.

可動指背縁は丸みを帯び， 目立った装飾はない．切縁に
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ExplanationofPlatel

1, 2, 5. Ca〃"7'sp.cf.Qz""7'sp.1. 1and2: fixedfingeranddactylusofleftandrightcheliped.a,outer･ ラ b, innervieu1, 2, b. (ﾉα〃cg7'sp.ct.(_,Zz"cg"sp.l. landZ: tlxedtlngeranddactylusotlettandrightcheliped.a,outer; b,innerview. >x<

3．0．GMNHPI 1181, 353． 5: dactylusofrightcheliped.a,outer;b, innerview. ×3.0.GMNH-PI-1180.

3, 4, 6, 9.""""sp.cf.".""んas"i. 3and4: dactyliofrightchelipeds.a,outer;b, innerview. ×2.0.GMNHPI350,

351. 6and9: carapaces. ×1.3.GMNH-PI-1204, 1203.

7．〃〃"zf成zsp.dorsalviewofcarapace. ×4.0.GMNH-PI 1178.

10,12.C"""7"sp.2. 10: fingersofrightchela. ×1.5. GMNH-PI-1185． 12:Rightchela. ×1.5.GMNHPI 1182.

8.C""cE7sp.1.Dorsalviewofcarapace. ×1.5.GMNH-PI 1179.

11.Callianassidaegen.etsp.indet.Chelipeds. ×1.0. b: outermold・GMNH-PI-1177.
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は非常に不明瞭な4歯を持つ．不動指は外側面中央に小孔

を伴った溝が縦走する．切縁に4歯を持つ．

備考：そのサイズから，明らかに上記Ca""7'sp. 1と別種

の，中型のイチョウガニの鉗脚指部とみられる．

j伽cmcﾉzE""g"zα"e"sjSImaizumi, 1965

ギンザンタカアシガニ

(P1. 3, figs. 2, 3)

FamilyAtelecyclidaeクリガニ科

GenusT~)fcliOPe/""0"A.MilneEdwards, 1880

(=T~Wzc/Zycαγc加"sFaxon, 1893)

TT"c"OPe/""owsp. cf.ZiU/7tz"s (Kato, 1996)

マルツノクリガニ近似種

""cmc〃a7zzg"zα〃"sjSImaizumi, 1965: p.30-32, p1.4, figs.1-5.

標本:GMNH-PI-348,349.

鉗脚不動指は大型で厚みがある．切縁には高さのそろっ

た円錐形の鈍歯が並ぶ．内側面には切縁に沿って太い溝が

縦走する．内外側面とも先端を除き，大型で平滑な鱗状の

穎粒が発達し，近位側には浅い溝が縦走する．

備考：本種は東北大学の故今泉力蔵博士により，山形県の

銀山温泉の中部中新統上部の銀山層から，ただ1個の左鉗

脚不動指に基づいてタカアシガニ属の化石種として記載さ

れた．板鼻層より得られたものも鉗脚指部のみであるが，

現在のところ模式標本が所在不明のため，同時期の地層か

らの貴重な追加記録といえる．

(P1.2, figs. 1--3)

標本:GMNH-PI-345--347, 1196-1200.

背甲の各域は強く盛り上がり，粗い頼粒で装飾される．

額角は3鰊，肝域の前及び鯆域には側方に張り出す大型の

鰊を持つ．オスの鉗脚は左右不同，右が極端に大きい． メ

スの鉗脚は小型で左右同大．

備考：本種はクリガニ科ツノクリガニ属のカニで，秩父町

層群奈倉層から記載された刀jc/iOpe/麺γjo〃 ノ"/Itzｵ"s

(Kato, 1996) (マルツノクリガニ）に似る. Kato(1996)

は弧i"""zsを，背甲の各域が台地状に盛り上がること，

オスの大鉗脚外側面に穎粒列が生じないことによって， 日

本の中期中新世初頭のいくつかの地層から報じられていた

刀ich"e/〃γj0"/WziOk"(Imaizumi, 1951)から区別した

が，標徴形質の一つであるオスの大鉗脚の掌節外側面の穎

粒の有無などが確認できる標本がないため, ZWc"Ope/〃γ‐

io"cf."坂α"fsとするに止めておく． ツノクリガニ属の属

名は，最近になってSchweitzerandFeldmann (1999)が

T'てzc/iyc"c加妬属を乃7c/iOpel""0"属の新参同物異名と

したため,日本産現生化石種すべてがTT"c加pg/""0"属に

含められることになった．

Genus〃"tzLamarck, 1801ケアシガニ属

〃"tzsp.ケアシガニ属の未定種

(P1.3, fi9.6)

標本:GMNH-PI-1201.

背甲の各域は大小の疵で覆われ，中胄域正中線上の2個

および前鯛域の1個は円錐形に尖る．鰕域の外側縁には少

なくとも2本の大型の鰊を持ち，後鯆域背面の疵も鰊状に

なる．

備考：保存不良の圧砕した背甲が1点だけ知られる．本標

本は縦長の背甲で，鋭い突起に装飾されることから，〃""

（ケアシガニ）属ないしLゆわ郷"〃7m' （コシマガニ）属に

所属するものと考えられるが，疵および疎の分布が""tz

属の日本産化石種に似ていることから,本属に帰属させた．

FamilyPortunidaeガザミ科

Portunidaegen・ etsp・ indet・ガザミ科未定種 Majidaegen.etsp. indet. 1クモガニ科の未定種

(P1．3, fig. 1)(P1.3, figs.4, 5, 7, 8)

標本:GMNHPI 1186--1195.

右鉗脚可動指及び不動指は切縁に臼状の大型の歯を持

ち，可動指最基部のものは特徴的に大きい．左鉗脚可動指

は三角形でブレード型の歯を持つ．掌部外側面は細かな凹

凸で，鱗状を呈する．

備考：強大な鉗脚および鉗脚指部が数点知られるが，背甲

は得られていない．

標本:GMNHPI 355.

左鉗脚可動指は直線的で細長く，先端でわずかにカーブ

する．外側面には中央部に明瞭な溝が縦走する．切縁部に

は円錐形で小型の歯がまばらに並ぶ．内側面中央には明瞭

な溝が縦走し，切縁に沿って縦走する溝との間に隆起線を

作る．

備考：属種は不明であるが，切縁に沿った特徴的な溝を

持った可動指は，会津盆地南西縁から得られているクモガ

ニ科と見られるカニの指部（東北大学地質学古生物学教室

所蔵標本: IGPScoll. cat.no.103629)に一致する．

FamilyMajidaeクモガニ科

Genus〃αcγ“ﾉz""deHaan, 1839
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ExplanationofPlate2

13.T~"cﾉzOZ)e/""0"sp.cf，扱加伽加s、

1 : carapaceandmalerightchela. ×0.8.GMNH-PI-345. 2:malecheliped. ×1.0.GMNHPI-1196

3: carapace,malerightchelipedandpereiopods. ×0.8_GMNH-PI-346B
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ExplanationofPlate3

l.Majidaegen.etsp. indet.a,outer;b, innerviewofdactylusofleftcheliped． ×2.0．GMNHPI355.

2. 3."""ocﾙ碗畑g"zα"g"sislmaizumi_ 2: fixedfingerofleftcheliped． ×1．5．GMNHPI349.

3: dactylusofrightcheliped. ×1.0．GMNHPI348.

4,5,7,8.Portunidaegen.etsp.indet. 4and5: dactylusandfixedfingerofrightcheliped･ a, outer;b,

lnnervlew． ×1.0.GMNHPI1190,1192. 7: dactylusandfixedfingerofrightchelipedanddactylusofleft

cheliped.Outerview． ×1.0.GMNH-PI-1187. 8: fragmentedchelipeds(fixedfingerofrightchelipedand

dactylusandmanusof leftcheliped).Outerview. ×1.0．GMNH-PI-1186.

6.MZ/fzsp.Dorsalviewofcarapace． ×1.0.GMNHPI-1201.

層は堆積年代も近く，岩相も類似している．現生Z~"-

cJzOpe/畝γjo犯属は水深301650mから知られており，日本産

の現生種の生息深度は比較的浅いが(50-300m),多くは水

深100～数100mの範囲に生息する (SchweitzerandFeld

mann, 1999)． これは軟体動物及び底生有孔虫などから原

田篠層の古水深が上部漸深海帯(Kurihara, 2000)あるいは

中部～上部漸深海帯（大石・高橋， 1990） と推定されてい

考 察

今回報告した十脚甲殻類のうち，原田篠層および庭谷層

に卓越する刀/c"Ope/""0"sp.は，秩父盆地の中部中新統

下部の奈倉層の砂質泥岩から記載されたTｹ"此力"g/〃γio"

j"/MMsに比較される種類である．奈倉層の堆積年代は浮

遊性有孔虫化石からBlowのN8とされ（高橋, 1992),両

ざ戸設一
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ることと矛盾しない． しかしながら，原田篠及び庭谷層と

較べると奈倉層はより多様な十脚類群集構成種を含み，

T"c/tOpe/""0""/JIzrzMsを多産する層準(Kato, 1996の

T7"chy"7c""s i""”"s群集）でも，合弁の大型

Pectinidaeを産するなど，共産する軟体動物から見ても，

富岡層群における産出層準よりもかなり浅い環境が推定さ

れている (Kato,1996).

これに対してKarasawa(1993)および柄沢(1997)は，

西南日本新生界の十脚類群集の研究において，中部中新統

下部の一志層群に代表される乃'jc加pg/""0〃ル〃zio""を

卓越種とする亜〃〃zj0方”群集を上部漸深海帯泥底の表生

群集とした． これは原田篠層におけるT''ic/iOpe"tz"0"sp.

を中心とした十脚類群集に類似する．

板鼻層における十脚類化石の産状は， より特異なものと

いえる．板鼻層の十脚類群集の特徴は，第一に東北日本の

塩原一耶麻動物群の産出が知られる中新統と共通する種が

含まれることである (Kato, 1999MS)．すなわち〃"c”‐

c"amg加zα"g"sjSImaizumiは山形県の銀山層から,Ma-

jidaegen. etsp. indet・は，福島県会津盆地南西縁の，譲

峠層と見られる地層から得られている同様の化石とよく一

致する．銀山層は，年代的には板鼻層よりもやや古くなる

が(珪藻化石帯D.pmg或獅0ゆ"Zone:佐藤ほか, 1986),

塩原動物群に属する貝化石を含むことが知られている

(OgasawaraandSato, 1986).会津盆地南西縁の讓峠層

は，放散虫，珪藻から中期中新世後期から後期中新統前期

と考えられ(相田ほか， 1998の漆窪層上部)，時代的にも板

鼻層とほぼ一致する．会津盆地南西縁からは塩原一耶麻動

物群に属する貝化石は報告されていないが，上位の塩坪層

及び,讓峠層とほぼ同時期の地層である漆窪層上部からは，

盆地西～北縁地域において塩原一耶麻混在型の動物群及び

耶麻動物群を代表する貝化石が知られている （福島県教育

委員会， 1983)．

すでに述べたように， 日本においては前期～中期中新世

前期にかけての十脚類フォーナは詳しく調べられている

が，中期中新世後期から後期中新世にかけての十脚類の報

告は少ない． そのため，板鼻層の十脚類化石群を直接対比

できる十脚甲殻類群集は少ないが，産状及び構成要素で

もっとも類似するのは長野県の中部中新統青木累層から報

告された十脚類群集である(柄沢ほか, 1999)．青木累層は

中期中新世中期の堆積物と考えられ(小坂ほか， 1992)，時

代的には板鼻層に先行するが，やはり塩原動物群の特徴種

である軟体動物が得られている(柄沢ほか， 1999)．板鼻層

と同様に，青木累層の十脚類化石も断片化しているものが

多く，保存も良好でないものが多いこともあって，報告さ

れている7属8種のうち種レベルで一致することが断定で

きるものはないが，属のレベルでは〃""j",〃〃汚れ,Ca"‐

“γの3属が共通する． このうち青木累層においてもっと

も卓越するのが〃"加血〃js"0jKarasawaで,これについ

で，〃況汚jα”""fzs"〃Imaizumiが多いとされる．〃〃γs地

は板鼻層でも優占的な構成要素である．

青木累層では，十脚類化石は混濁流により形成されたと

考えられる，泥岩礫と植物片を大量に含んだ含礫砂質泥岩

～泥質細粒砂岩から産しており，離節していない比較的保

存の良いQz叱加”此Z期〃"汚れなどの一部は泥岩礫に含ま

れていることから，二次的な再堆積によるものだとされる

（柄沢ほか， 1999)． しかしながら，板鼻層ではそのような

産状は見受けられず，十脚類化石を含む礫質砂岩レンズの

規模も極めて小さいことから， ほぼ同時期の堆積物と考え

てよいと思われる．

板鼻層から産出した8種のうち,〃""j"sp.,Qz""7'sp.

1,"z"s"cf.""ﾉ"zs"j, J"/〃Sp・の4種は，背甲の化石

が得られている（ただし，〃況邦j"sp.は細片化した背甲の

断片が1点のみである)． また,Qz"c"sp. 2,Portunidae

gen・etsp.および〃"庵”cf.〃"/"sルガについては，主に

鉗脚において関節した部分を留めている標本がある． しか

し，房総半島の上部更新統下総層群から得られる，やはり

断片化した十脚類化石群集にみられるように(Kato and

Karasawa, 1998),背甲の強度及び関節の強度は種類に

よって異なることから， これらの保存状態の差が死後ある

いは脱皮後の移動距離や経過の違いを反映しているもので

はない‐
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Abstract

FossildecapodCrustaceafromtheMioceneTomiokaGroup,

GunmaPrefecture,Japan

KAToHisavoshi
学

Mz""/HMs"ryM〃sg況加”z〔/伽sj""必C〃6α・･ 955-2,AO6"-cﾙ0,C〃〃0-Aw,Chめα,26D-868aノ"α〃

HaratajinoandNiwayaformations. Theothel-species

exceptforCallianassidaegen.etsp. indet,wereobtained

fromasinglelocalityoftheearlylateMioceneltahana

Formation. Amongthese,"""ocﾉzE""g"zα""sjSand

Majidaegen・ etsp. indet・ havebeenknownfromthe

middletolateMioceneofnortheastJapaninassociation

withtheShiobara-Yamatypemolluscanfossils,aswell

asthecaseoftheltahanaFormation.

Tenspeciesbelongingto7familiesofdecapodcrusta-

ceanswereobtainedfromtheMioceneTomiokaGroup.

They includeCallianassidaegen. etsp. indet.,〃〃〃iW

sp.,〃"沁"sp. cf.〃．舷〃α〃“〃〃Imaizumi，Tγjch"g/舷γ‐

jo"sp. cf.王/"Itz"s (Kato),Qzwc"spp., Portunidae

gen. et sp. indet.,"(zc7'oc/ig""g"zα"e"SjS Imaizumi,

""tzsp.,andMajidaegen.etsp・ indet. T"c/iope/""0"

cf. jfZ/IZzizzs isdominated intheearlymiddleMiocene

Keywords:Decapoda,Crustacea,Miocene,TomiokaGroup,GunmaPrefecture


